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2019 年 2 月 18 日

【
う
ら
へ
続
く
】

消
費
税
10
％
の
“
根
拠
”
総
崩
れ

増
税
計
画
は
き
っ
ぱ
り
中
止
せ
よ

　
　
衆
院
予
算
委
　
志
位
委
員
長
追
及

　

10
月
か
ら
消
費
税
10
％

へ
の
増
税
を
ね
ら
う
安
倍

首
相
。
そ
の
増
税
の
根
拠

が
総
崩
れ
に
な
り
ま
し

た
。
12
日
の
衆
院
予
算
委

員
会
で
、
日
本
共
産
党
の

志
位
委
員
長
の
追
及
に
、

安
倍
首
相
は
実
質
家
計
消

費
も
実
質
賃
金
も
マ
イ
ナ

ス
で
あ
る
こ
と
を
認
め
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

日
本
経
済
の
６
割
を
占

め
る
家
計
消
費
。
２
０
１

４
年
の
消
費
税
８
％
増
税

を
契
機
に
激
し
く
落
ち
込

み
、
い
ま
だ
回
復
で
き
て

い
ま
せ
ん
。
首
相
が
「
所

得
環
境
は
着
実
に
改
善
し

て
い
る
」
と
自
慢
す
る
賃

金
。
上
が
っ
た
の
は
名
目

賃
金
で
、
消
費
税
増
税
な

ど
に
よ
る
物
価
上
昇
を
差

し
引
い
た
実
質
賃
金
は
マ

イ
ナ
ス
で
す
。
志
位
氏
の

こ
れ
ら
の
指
摘
を
首
相
は

認
め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
「
就
業
者
が
増
え
、
稼

ぎ
が
増
え
た
」
と
繰
り
返

す
首
相
。
増
加
の
ほ
と
ん

ど
が
生
活
の
苦
し
い
高
齢

者
や
学
生
で
あ
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
志
位
氏
は

「
こ
れ
で
『
所
得
環
境
は

着
実
に
改
善
』
と
い
う
の

か
」
と
迫
り
ま
し
た
。

　

消
費
が
冷
え
込
み
、
賃

金
・
所
得
が
落
ち
込
む
中

で
庶
民
に
５
兆
円
の
大
増

税
を
か
ぶ
せ
れ
ば
、
日
本

経
済
に
破
滅
的
な
影
響
を

も
た
ら
し
ま
す
。
志
位
氏

は
「
消
費
税
10
％
へ
の
増

税
の
根
拠
は
総
崩
れ
に

な
っ
た
」
と
強
調
し
、
増

税
計
画
は
き
っ
ぱ
り
中
止

す
る
こ
と
を
求
め
ま
し

た
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
２
０
１
８
年

度
第
３
四
半
期
決
算
報

告
（
７
日
）。
営
業
収
益

８
兆
７
９
５
２
億
円
（
前

年
同
期
比
０
・
６
％
増
）、

当
期
利
益
７
９
２
１
億
円

（
１
・
４
％
増
）。「
増
収
・

増
益
で
同
期
間
と
し
て
過

去
最
高
だ
」「
配
当
金
は

昨
年
10
月
の
第
２
四
半
期

決
算
時
10
円
増
、
前
年
度

比
30
円
増
の
１
８
０
円
と

発
表
し
た
」「
春
闘
で
会

社
が
満
額
回
答
で
き
な
い

理
由
が
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

柳
瀬
元
首
相
秘
書
官
を

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
海
外
事
業
を
統

括
す
る
会
社
の
社
外
取
締

役
に
任
命
（
２
月
１
日

付
）。「
澤
田
社
長
は
『
海

辺
野
古
軟
弱
地
盤　

最
深
90
㍍

　

杭
の
必
要
量
７
・
７
万
本

　

砂
は
東
京
ド
ー
ム
５
・
25
杯
分

　
新
基
地
建
設
は
困
難
、
工
事
中
止
を

　

辺
野
古
の
米
軍
新
基
地

建
設
で
問
題
と
な
っ
て
い

る
軟
弱
地
盤
が
、
最
も
深

い
と
こ
ろ
（
大
浦
湾
の
東

側
に
あ
る
「
Ｃ
１
護
岸
」

の
下
）
で
水
深
90
㍍
（
海

面
か
ら
海
底
ま
で
30
㍍
＋

地
中
60
㍍
）
に
達
す
る
こ

と
が
沖
縄
防
衛
局
の
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
資
料
か
ら
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
盤
改
良
の
た
め
に
打

ち
込
む
砂す
な
ぐ
い杭
は
、
護
岸
部

分
と
埋
め
立
て
部
分
を
合

わ
せ
て
７
万
６
６
９
９
本

必
要
と
な
り
、
砂
杭
に
使

用
す
る
砂
の
量
は
東
京

ド
ー
ム
５
・
25
杯
分
に
あ

た
る
約
６
５
０
万
立
方
㍍

に
達
す
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

　

専
門
家
は
、
水
深
70
㍍

の
地
盤
改
良
工
事
の
前
例

が
な
い
。
水
深
90
㍍
と
な

設
計
変
更
申
請
を
行
う
考

え
で
す
が
、
玉
城
デ
ニ
ー

知
事
が
申
請
を
承
認
す
る

は
ず
が
な
く
、
辺
野
古
新

基
地
建
設
は
法
的
に
も
技

術
的
に
も
不
可
能
で
あ
る

こ
と
が
鮮
明
に
な
り
ま
し

た
。

る
と
想
像
も
つ
か

な
い
極
め
て
困
難

な
作
業
に
な
る
こ

と
が
避
け
ら
れ
な

い
と
指
摘
。
ま
た

大
量
の
砂
を
ど
う

調
達
す
る
か
も
大

問
題
と
語
り
ま

す
。

　

政
府
は
近
く

沖
縄
県
に
地
盤
改

良
工
事
の
た
め
の



2019 年 2 月 18 日（月） 　　　　　　　　　　　インピーダンス　　　　　　  　　　　　　　　　　No.2467（２）

【
職
場
か
ら
の
続
き
】

辺野古新基地建設は断念を！土砂投入即時中止！
普天間基地即時返還！安倍９条改憲 NO ！

2.19 国会正門前行動
 日時：2 月 19 日（火）18 時 30 分～
 場所：国会議事堂正門前
 主催：戦争させない・9 条壊すな！総がかり行動実行委員会

 　　　安倍 9 条改憲 NO ！全国市民アクション

　　　「止めよう！辺野古埋め立て」国会包囲実行委員会

官
房
長
官
、
記
者
の
質
問
封
じ
正
当
化

  
国
民
の
「
知
る
権
利
」
へ
の
攻
撃 

　

官
邸
の
報
道
室
長
が
記

者
会
に
東
京
新
聞
記
者
の

事
実
上
の
排
除
を
申
し
入

れ
、
菅
官
房
長
官
が
そ
れ

を
当
然
視
、「
事
実
に
反

す
る
質
問
」「
取
材
じ
ゃ

な
い
。
決
め
打
ち
だ
」
な

ど
と
非
難
し
ま
し
た
。
し

か
し
問
題
に
さ
れ
た
質
問

は
、
沖
縄
・
辺
野
古
で
の

米
軍
新
基
地
建
設
に
使
わ

れ
て
い
る
土
砂
に
、
大
量

外
事
業
を
強
化
す
る
上
で

メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
。
私

か
ら
お
願
い
し
た
』
と
発

言
し
た
」「
加
計
疑
惑
で

国
民
に
ウ
ソ
を
つ
き
辞
任

し
た
人
に
お
願
い
し
た
だ

な
ん
て
、
国
民
を
馬
鹿
に

し
て
い
る
」「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の

国
際
感
覚
が
問
わ
れ
る
問

題
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

安
倍
首
相
が
自
民
党
大

会
で
改
め
て
「
自
衛
隊
明

記
」の
９
条
改
憲
を
強
調
。

「
自
衛
隊
員
募
集
に
６
割

の
自
治
体
が
非
協
力
的
だ

か
ら
違
憲
論
争
に
終
止
符

を
打
つ
た
め
だ
と
い
う
。

ま
た
フ
ェ
イ
ク
だ
。
嘘
で

改
憲
な
ど
と
ん
で
も
な

い
」「
世
論
調
査
で
は
改

憲
に
反
対
が
58
％
だ
。
国

民
は
改
憲
を
望
ん
で
は
い

な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

沖
縄
の
県
民
投
票
公
示

（
14
日
）。「
菅
官
房
長
官

は
結
果
に
関
係
な
く
工
事

を
進
め
る
と
発
言
し
た
。

と
ん
で
も
な
い
こ
と
だ
」

「
民
意
を
尊
重
す
べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

水
泳
の
池
江
璃
花
子
選

手
が
白
血
病
を
公
表
。「
突

然
の
発
表
で
驚
い
た
」「
中

学
生
で
世
界
選
手
権
代
表

に
選
ば
れ
、
日
本
記
録
を

　

ド
イ
ツ
東
部
の
ブ
ラ
ン

デ
ン
ブ
ル
ク
州
議
会
で
、

州
議
会
議
員
を
男
女
同
数

に
す
る
法
律
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
種
の
法
律

は
ド
イ
ツ
で
初
め
て
で
、

２
０
２
０
年
後
半
に
施
行

州議員の男女同数へ新法

　　　ドイツで初

さ
れ
ま
す
。

　

新
法
で
は
、
州
議
会
選

挙
に
参
加
す
る
政
党
は
男

女
同
数
の
候
補
者
を
立
て

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ド
イ
ツ
の
選
挙
制
度
は
比

例
区
優
先
で
、
比
例
名
簿

に
男
女
同
数
の
候
補
者
を

立
て
た
場
合
、
当
選
者
も

ほ
ぼ
同
数
に
な
り
ま
す
。

現
在
、
同
州
議
会
で
女
性

は
３
分
の
１
強
に
と
ど

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

緑
の
党
が
提
案
し
、
州

政
府
与
党
の
社
民
党
と
左

翼
党
が
支
持
。
キ
リ
ス
ト

教
民
主
同
盟
と
「
ド
イ
ツ

の
た
め
の
選
択
肢
」
は
反

対
し
ま
し
た
。

の
赤
土
が
混
入
し
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
た
も
の

で
、
事
実
を
解
明
す
る
責

任
は
国
の
側
に
こ
そ
あ
り

ま
す
。
記
者
に
痛
い
と
こ

ろ
を
突
か
れ
、
逆
上
し
た

と
し
か
言
い
よ
う
が
あ
り

ま
せ
ん
。

　

疑
問
が
あ
れ
ば
問
い
た

だ
す
の
は
記
者
の
当
然
の

役
割
で
、
そ
れ
を
封
じ
る

の
は
言
論
・
報
道
の
自
由

を
侵
害
し
、
国
民
の
「
知

る
権
利
」
を
奪
う
も
の
で

す
。

日ロ領土問題
政権方針の大後退が起きている

　    志位委員長が指摘

　

日
ロ
領
土
交
渉
に

臨
む
安
倍
首
相
の
方

針
は
歯
舞
群
島
と
色

丹
島
の
「
２
島
で
決

着
」
論
で
は
な
い

か
、
と
の
志
位
委
員
長
の

質
問
（
１
月
31
日
）
に
首

相
は
否
定
を
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
さ
ら
に
「
北
方
領

土
返
還
要
求
全
国
大
会
」

（
２
月
７
日
）
で
は
、
こ

れ
ま
で
述
べ
て
い
た
「
日

本
の
固
有
の
領
土
」と
も
、

ロ
シ
ア
に
よ
る
「
不
法
占

拠
」
と
も
言
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

志
位
委
員
長
は
７
日
の

記
者
会
見
で
、「
歴
代
の

自
民
党
政
権
の
４
島
返
還

論
と
も
矛
盾
す
る
大
後
退

だ
。
ロ
シ
ア
側
へ
の
全
面

屈
服
で
あ
り
、
売
国
外
交

だ
。
絶
対
に
認
め
る
わ
け

に
い
か
な
い
」
と
表
明
し

ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
、「
領

土
不
拡
大
」
と
い
う
第
二

次
世
界
大
戦
の
戦
後
処
理

の
大
原
則
に
基
づ
く
不
公

正
を
正
す
立
場
に
立
っ
て

全
千
島
列
島
返
還
を
求
め

て
こ
そ
解
決
の
道
が
開
か

れ
る
と
主
張
し
て
い
ま

す
。

個
人
で
５
種
目
も
保
持
し

て
い
る
選
手
だ
」「
昨
年

末
か
ら
疲
れ
な
ど
異
変
を

感
じ
て
い
た
よ
う
だ
」「
治

療
に
専
念
し
て
欲
し
い
」

「
桜
田
五
輪
担
当
相
の
メ

ダ
ル
候
補
だ
っ
た
の
で
残

念
と
の
発
言
は
配
慮
を
欠

い
て
い
た
」「
五
輪
憲
章

も
読
ん
で
い
な
か
っ
た
。

五
輪
担
当
相
失
格
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

フ
ィ
ギ
ア
ス
ケ
ー
ト
４

大
陸
選
手
権
。
女
子
は
紀

平
梨
花
選
手
、
男
子
は
宇

野
昌
磨
選
手
が
優
勝
。「
両

選
手
と
も
に
け
が
を
乗
り

越
え
て
の
逆
転
Ｖ
だ
」「
メ

ン
タ
ル
の
強
さ
を
感
じ

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
梅
が
あ
ち
こ
ち
で
開

花
。
梅
ま
つ
り
が
始
ま
っ

た
」「
福
寿
草
、
ク
リ
ス

マ
ス
ロ
ー
ズ
、マ
ン
サ
ク
、

ミ
ツ
マ
タ
な
ど
が
咲
い
て

い
る
」


